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(LーむよびDーアスパラギン酸， LーむよびDーグルタミン酸，これらを A とする)と側鎖に正の


























一方 2 種の L-アミノ酸からなる銅(I )錯体がトランス型， D-むよびL-アミノ酸からなる銅
( I )錯体がシス型となることを l認め， その幾幾;{，何11吋IJ巽呉性l
に h文 Jjゴj した O
ついで， 1血液と組織の間にむいて銅(I )の淫J般を行なっているとされるヒスチジンとアスパラギン，
グルタミン， トレオニンおよびセリンなどからなる混合同己位チ銅( I )銭円本を介成した。これらの系に




以 1: ， 1fT体化学，生物無機化宇i品分肝に共通した重要な'!~実の発見，その応用面の開発などユニー
クな業績であるので博士l論文として価値あると判断するものである。
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